
【写真】
上：壊滅的な被害を受けた石巻市の日和山から見た光景
中央左：合同会社「オーガッツ」の人々
中央右：養殖はホタテ、カキ、ワカメ、ホヤ、銀鮭がメイン
下左：雄勝湾で収穫される甘味の強いカキ
下右：銀鮭は石巻市と女川町でほとんどが収穫される

新
し
い
漁
業
を
目
指
す
！

瓦
礫
の
中
か
ら
起
ち
上
が
っ
た
漁
師
た
ち
の
挑
戦

全国を震撼させた東日本大震災から１年半、壊滅的な
打撃を受けた「世界に誇る南三陸の水産業」の復興に
向けて、瓦礫の中から起ち上がった漁師たちがいる。
石巻市の合同会社『オーガッツ』の面々だ。今回は、震災
を機に、「6次産業化」をキーワードとして水産業とまち
の『創造的復興』を目指す漁師たちの集団を紹介する。

新
し
い
漁
業
を
目
指
す
！

瓦
礫
の
中
か
ら
起
ち
上
が
っ
た
漁
師
た
ち
の
挑
戦



津波によって雄勝町の町並みは
全て破壊された

　

平
成
22
年
度
の
宮
城
県
石
巻
市
の
海
面

漁
業
漁
獲
量
は
、
左
表
に
あ
る
よ
う
に
全

国
第
１
位
、
そ
の
う
ち
養
殖
漁
獲
量
は
全

国
２
位
、
漁
港
の
水
揚
量
は
全
国
３
位
と

な
っ
て
い
る
。
文
字
通
り
、
石
巻
市
は
日

本
一
の
水
産
都
市
で
あ
っ
た
。

　

特
に
、
旧
北
上
町
か
ら
旧
雄お

勝が
つ

町
、
女

川
町
、
旧
牡
鹿
町
の
あ
る
牡
鹿
半
島
お
よ

び
石
巻
湾
に
か
け
て
連
な
る
リ
ア
ス
式
海

岸
の
入
江
で
は
、
深
い
水
深
を
利
用
し
た

カ
キ
、
ホ
タ
テ
、
ワ
カ
メ
、
ホ
ヤ
、
ノ
リ
、

銀
鮭
の
絶
好
の
養
殖
場
と
な
っ
て
い
た
。

　

石
巻
市
の
中
心
部
か
ら
東
へ
車
で
約
30

分
に
あ
る
旧
雄
勝
町
は
宮
城
県
の
中
で
も

降
水
量
の
多
い
と
こ
ろ
だ
。
そ
の
た
め
か

雄
勝
湾
の
水
底
か
ら
真
水
が
湧
き
出
て
お

り
、
こ
こ
で
養
殖
・
生
産
さ
れ
る
カ
キ
や

ホ
タ
テ
、
ワ
カ
メ
な
ど
は
甘
味
が
強
い
こ

と
で
知
ら
れ
る
。

　

こ
の
雄
勝
町
を
襲
っ
た
津
波
は
高
さ
20

m
を
超
え
、
沿
岸
の
集
落
家
屋
の
ほ
と
ん

ど
を
流
失
さ
せ
、
雄
勝
病
院
の
入
院
患
者

や
職
員
の
う
ち
62
名
も
の
犠
牲
者
を
出
し
、

約
8
0
0
人
の
養
殖
漁
家
も
漁
場
、
家
屋

の
ほ
と
ん
ど
を
失
っ
た
。
約
4
，0
0
0
人

だ
っ
た
人
口
は
1
，0
0
0
人
弱
ま
で
減
少

し
た
。

　

そ
の
雄
勝
町
で
被
災
後
の
昨
年
８
月
に
、

8
人
の
漁
家
に
よ
る
合
同
会
社
「
オ
ー
ガ

ッ
ツ
」
が
設
立
さ
れ
た
。

　

代
表
社
員
は
雄
勝
町
水
浜
に
住
む
伊い

藤と
う

浩ひ
ろ
み
つ光

さ
ん
だ
。こ
の
町
に
生
ま
れ
て
、地
元

の
学
校
を
卒
業
し
、
仙
台
で
運
送
関
係
の

会
社
を
共
同
経
営
し
て
25
年
過
ご
し
た
後
、

雄
勝
町
に
戻
り

ホ
ヤ
・
ホ
タ
テ
・

カ
キ
な
ど
の
養

殖
漁
業
を
8
年

前
に
継
い
だ
。

現
在
50
歳
。

　

継
い
で
は
み

た
も
の
の
、「
儲

か
ら
な
い
漁
業
」

の
実
態
に
驚
か

さ
れ
る
。
周
囲

の
漁
家
を
見
て

も
後
継
者
不
足

は
明
ら
か
で
、

『
全
滅
』の
危
機
に
瀕
し
た
石
巻
の
養
殖
業

「
6
次
産
業
化
」を
目
指
す
新
し
い
経
営
体
を
設
立

　
「
3
・
11
」、
こ
の
全
国
屈
指
の
養
殖
漁

場
を
3
連
動
と
な
っ
た
巨
大
津
波
が
襲
っ

た
。そ
れ
は
半
島
部
の
東
側
で
平
均
20
ｍ
、

西
側
で
８
〜
10
ｍ
の
高
さ
と
な
っ
て
、
養

殖
棚
を
粉
砕
し
、
ほ
と
ん
ど
の
家
屋
を
流

出
さ
せ
た
。
地
震
に
よ
っ
て
牡
鹿
半
島
は

東
へ
5
ｍ
移
動
し
、
半
島
東
側
の
各
漁
港

は
破
壊
さ
れ
、
突
端
の
鮎
川
浜
の
地
盤
は

1
・
5
ｍ
沈
下
、
西
側
の
石
巻
湾
の
渡
波

地
区
で
も
1
ｍ
沈
下
し
た
。

　
「
石
巻
市
の
海
面
漁
業
は
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
養
殖
業
は
ま
さ
に
全
滅

と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
」
と
石
巻
市
産

業
部
水
産
課
の
及お

い
か
わ
の
ぶ
え
つ

川
伸
悦
課
長
補
佐
は
語

る
。
市
が
震
災
後
に
実
施
し
た
聞
き
取
り

調
査
で
は
、約
1
，2
0
0
あ
っ
た
経
営
体

の
う
ち
、
約
2
割
の
漁
家
が
廃
業
す
る
と

答
え
た
と
い
う
。

　
「
全
滅
」
と
い
う
言
葉
は
現
実
的
な
響
き

を
持
っ
て
い
る
。

■平成22年度海面漁業漁獲量・養殖業種別収穫量・主要漁港水揚高　　単位：トン
順
位 漁獲量 主要漁港

水揚高
カキ養殖収穫量
殻付　むきみ

ホタテ養殖
収穫量

ワカメ養殖
収穫量

銀鮭養殖
収穫量

１
石巻市 銚子港 呉市 平内町 南三陸町 女川町
114,743 214,240 26,459　4,785 38,714 8,864 8,266

２
稚内市 焼津港 江田島市 八雲町 宮古市 石巻市
107,503 200,915 25,505　4,612 28,864 6,316 3,716

３
東京・特別区 石巻港 石巻市 森町 気仙沼市
106,279 130,288 24,583　2,458 26,442 5,938

４
根室市 長崎港 広島市 青森市 鳴門市
100,199 124,081 22,915　4,144 18,414 5,356

５
神栖市 松浦港 廿日市市 長万部町 大船渡市
97,012 123,793 17,418　3,150 15,551 5,253

６
焼津市 八戸港 備前市 鹿部町 石巻市
94,726 119,474 10,746　2,388 11,546 4,428

７
釧路市 境港港 瀬戸内市 外ヶ浜町 釜石市
92,675 118,535 7,950　1,687 11,238 3,435

８
南伊勢町 釧路港 南三陸町 豊浦町 南あわじ市
81,020 113,990 5,278　528 8,516 2,212

9
八戸市 気仙沼港 坂町 むつ市 陸前高田市
79,583 103,609 4,571　827 6,314 2,143

10
函館市 枕崎港 大竹市 蓬田村 小松島市
65,506 103,032 4,525　818 5,736 927

11
北茨城市 根室港 女川町 石巻市 山田町
63,176 100,065 4,271　427 5,173 878

12
沼津市 福岡港 鳥羽市 女川町 大槌町
62,749 99,537 4,158　640 4,503 828

　　　三陸沿岸地域　　　　　　　　　　　　　水産庁の統計資料および時事通信社資料より作成
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オーガッツ  代表社員  伊藤 浩光さん

漁
業
の
未
来
は
暗
い

と
い
う
の
が
伊
藤
さ

ん
の
実
感
だ
っ
た
。

　

確
か
に
、
漁
獲
量

の
低
迷
、
漁
家
の
後

継
者
不
足
に
加
え
、

全
国
の
漁
家
世
帯
の

う
ち
、
販
売
額
が
年

３
０
０
〜
５
０
０
万

以
下
の
世
帯
が
約
65

％
を
占
め
て
い
る
な

ど
、
日
本
の
漁
業
は

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

日
本
一
の
水
産
都
市
で
あ
る
石
巻
市
で

も
2
0
0
3
〜
2
0
0
8
年
の
統
計
に
よ

る
と
、
漁
業
経
営
体
お
よ
び
従
事
者
の
数

は
減
少
し
て
お
り
、
60
歳
以
上
の
漁
業
従

事
者
の
数
は
相
対
的
に
増
加
し
て
い
る
。

（
左
表
参
照
）

　

そ
う
し
た
危
機
感
か
ら
伊
藤
さ
ん
は
、

後
継
者
の
育
成
や
１
次
産
業
に
２
次
産
業

（
製
造
・
加
工
業
）、
３
次
産
業
（
サ
ー
ビ

ス
業
）
を
掛
け
合
わ
せ
た
漁
業
の
６
次
産

業
化
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

　

15
坪
の
カ
キ
、
ホ
タ
テ
、
ホ
ヤ
な
ど
の

加
工
場
を
作
り
、海
外
に
も
出
荷
を
行
い
、

年
間
の
売
り
上
げ
も
伸
び
て
き
て
、
や
っ

と
手
ご
た
え
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

が
、
雄
勝
に
帰
っ
て
き
て
6
年
目
の
こ
と

だ
っ
た
。
そ
の
翌
年
、
今
回
の
東
日
本
大

震
災
に
遭
遇
す
る
。

　

巨
大
津
波
は
、
伊
藤
さ
ん
が
消
防
団
員

と
し
て
水
浜
の
漁
村
セ
ン
タ
ー
で
避
難
用

の
暖
房
器
具
を
用
意
し
て
い
る
と
き
に
や

っ
て
き
た
。
自
宅
、
加
工
場
、
船
、
養
殖

筏
の
全
て
を
失
い
、
残
っ
た
の
は
免
許
証

1
枚
だ
け
。
負
債
は
２
，０
０
０
万
円
に
上

っ
た
。

い
う
産
直
所
に
支
援
物
資
を
取
り
に
行
き
、

そ
れ
か
ら
毎
日
、
雄
勝
町
に
物
資
を
運
ん

だ
。
そ
の
過
程
で
前
年
に
石
巻
で
行
っ
た

イ
ベ
ン
ト
「
世
界
ホ
ヤ
・
E
X
P
O
」
の

仲
間
た
ち
と
再
会
し
て
、
お
互
い
に
励
ま

し
あ
う
う
ち
に
、
あ
き
ら
め
か
け
て
い
た

養
殖
業
の
再
建
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
ズ
社
」の
復
興
フ
ァ
ン
ド
の
話
も
聞
き
、

「
漁
業
の
6
次
産
業
化
」
を
す
る
た
め
に

考
え
て
い
た
「
漁
業
者
に
よ
る
会
社
」
の

現
実
化
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

■石巻市の漁業従事者の5年間の推移

　
「
こ
ん
な
酷
い
目
に

あ
っ
た
と
き
は
、
何
か

チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け
ら

れ
る
は
ず
だ
」

　

避
難
し
た
山
の
上
か

ら
流
さ
れ
て
い
く
集
落

を
呆
然
と
眺
め
な
が
ら

伊
藤
さ
ん
は
思
っ
た
。

そ
う
思
う
と
「
か
え
っ

て
す
っ
き
り
し
た
」
と

い
う
。

　

被
災
4
日
後
に
仙
台

の
「
マ
ル
シ
ェ
・
ジ
ャ

ポ
ン
・
セ
ン
ダ
イ
」
と

漁業センサスより作成

■「オーガッツ」の概要

5 電気のふるさと Vol.29



真水の湧く雄勝湾の海は
養殖に最適といわれる

第1回「そだての住人」イベントで
挨拶をするオーガッツの面々

8月に完成した加工
場では秋以降様々な
加工品が生まれる

未
曾
有
の
大
災
害
か
ら

の
復
興
は
個
人
レ
ベ
ル

で
の
対
応
の
範
囲
を
超

え
、
多
く
の
人
々
の
知

見
と
お
互
い
の
連
携
な

く
し
て
不
可
能
で
あ
る

と
感
じ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
仙
台
の
「
N

P
O
プ
ラ
ザ
」
で
、
以

前
か
ら
参
加
し
て
い
た

「
N
P
O
法
人
フ
ァ
イ

ブ
ブ
リ
ッ
ジ
」
の
異
業
種
交
流
勉
強
会
の

メ
ン
バ
ー
の
弁
護
士
に
、
雄
勝
の
状
況
を

話
し
、
自
ら
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
相
談

し
た
。

　

４
月
に
入
り
、
仲
間
を
集
め
る
と
同
時

に
資
金
繰
り
に
も
奔
走
す
る
。
５
月
に
食

材
販
売
な
ど
の
起
業
家
・
立

た
ち
ば
な
た
か
し

花
貴
さ
ん
や

子
ど
も
の
体
験
施
設
「
キ
ッ
ザ
ニ
ア
」
運

営
会
社
幹
部
の
油ゆ

い井
元げ
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん
な
ど
と

出
会
い
、
一
気
に
話
が
前
進
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
で
き
た
の
が
、「
生
産
者
で

あ
る
漁
業
者
と
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
プ
ロ
に
よ
る
加
工
・
直
販
」

と
「
漁
業
と
観
光
を
融
合
さ
せ
た
新
し
い

漁
業
」を
行
う
合
同
会
社「
オ
ー
ガ
ッ
ツ
」

だ
っ
た
。

　

参
加
し
た
漁
家
は
７
名
。
全
員
が
被
災

し
て
お
り
全
て
を
失
っ
て
い
る
。そ
れ
に
、

前
述
の
立
花
さ
ん
が
参
加
し
て
総
勢
８
名

で
出
発
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
個
人
事
業
主

と
し
て
出
資
す
る
合
同
会
社
に
し
た
。
区

画
漁
業
権
を
持
つ
7
名
の
漁
家
が
収
穫
物

を
持
ち
寄
る
形
に
し
て
「
オ
ー
ガ
ッ
ツ
」

は
加
工
・
直
販
や
体
験
漁
業
を
行
う
。
現

在
の
社
員
は
12
名
。
そ
の
平
均
年
齢
は
40

歳
と
、
漁
師
の
世
界
で
は
若
い
集
団
だ
。

　

事
務
所
を
水
浜
の
集
落
を
見
下
ろ
す
高

台
に
構
え
、
伊
藤
さ
ん
自
身
は
隣
接
す
る

親
戚
の
空
き
家
を
自
宅
と
し
て
購
入
し
た
。

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
事
業
資
金
の

確
保
と
事
業
の
P
R
を
す
る
た
め
の
「
そ

だ
て
の
住
人
」
と
い
う
養
殖
オ
ー
ナ
ー
制

度
だ
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
、全
国
か
ら

1
口
1
万
円
で
オ
ー
ナ
ー
を
募
る
。
生
産

物
は
オ
ー
ナ
ー
に

も
還
元
し
て
、
希

望
者
に
は
雄
勝
町

に
招
き
養
殖
体
験

な
ど
を
行
っ
て
も

ら
う
。
支
援
者
で

あ
る
と
同
時
に
雄

勝
町
の
漁
業
が
再

建
し
て
い
く
模
様

を
体
感
し
て
も
ら

う
の
が
ね
ら
い
だ
。

　

こ
れ
を
原
資
に
昨
年
秋
に
は
養
殖
業
の

再
開
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
本
年
8
月
段
階
で

約
3
，0
0
0
人
が
「
そ
だ
て
の
住
人
」
に

参
加
し
て
お
り
、2
0
1
2
年
度
末
の
2
，

0
0
0
口
の
目
標
を
達
成
し
た
。
本
年
度

は
2
0
，0
0
0
口
を
目
標
と
し
て
い
る
。

彼
ら
を
招
い
た
養
殖
作
業
や
収
穫
作
業
イ

ベ
ン
ト
も
５
回
を
数
え
た
。
加
工
場
も
こ

の
８
月
に
完
成
し
た
。
秋
の
本
格
的
な
収

穫
以
降
、
様
々
な
加
工
品
が
出
荷
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
注
力
し
て
い
る
の
が
養
殖
業
の

「
そ
だ
て
の
住
民
」と
い
う
養
殖
オ
ー
ナ
ー
制
度

■「オーガッツ」の歩み
2011 年
3月 東日本大震災発生。旧雄勝町の地元漁師数名で食糧や物資の調達を始める。

4月 代表社員の伊藤浩光氏が「オーガッツ」の構想を周囲の漁師たちに話し、仲間
を集め始める。

5月
資金繰りや仲間集めに奔走するも難航。支援で雄勝にいた立花貴氏（現在社
員）と出会う。立花氏は食品流通分野での経験を活かして、「オーガッツ」実現
のために動き出す。

6月 事業計画を立て、支援者や企業を回り始める。仲間が集まり始める。
7月 合同会社設立に向け、登記やホームページ作成などの準備を始める。

8月 会社設立。「そだての住民」募集開始。事務所の設置や電話回線開通。船や漁具
の調達や整備。

9月
カキの養殖開始。第1回「そだての住民」養殖作業イベント実施。第2回「東の
食のこれからを考える会」参加。納屋の設置、船や漁具の調達や整備。寄贈船
輸送、葉山から雄勝まで海上輸送。「東北の未来へつなげる会」参加。雄勝小学
校、職業教育授業。

10月 船や漁具の調達や整備。「東日本大震災復興蔡2011」参加。

11月
ホタテ養殖開始。船や漁具の調達や整備、船塗装。第2回「そだての住民」養殖
作業イベント実施。名古屋「菊武学園」の被災地体験学習実施。雄勝小学校5年
生の漁業体験授業。「食の産業サミット」参加。

12月
海外プレスツアー9カ国13社実施。一夜限りのオイスターバー開催。横浜市「市
ヶ尾中学校」の職業教育と食育授業実施。ホヤの養殖作業開始。第3回「そだて
の住民」養殖作業イベント実施。初日の出イベント実施。

2012年
1月 地元に残った住民と新年会。寄贈された釣り船2隻の出航。
2月 ワカメの収穫と販売準備。第4回「そだての住民」ワカメ収穫作業イベント実施。
3月 企業の社員食堂や復興イベントで「生ワカメ」を販売。
4月 生ワカメの出荷終了と塩蔵作業。銀鮭出荷の準備。
5月 花見＆銀鮭エサやり見学イベント実施。
6月「活じめ銀鮭」出荷開始。
8月 水浜に加工場が完成。
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若手の漁師を育てるのも「オーガッツ」の重要な使命 今年6月には、被災後初の銀鮭の水揚げが行われた 支援者から贈られた電動船

「花見＆銀鮭エサやり
イベント」で「そだて
の住人」との交歓会

新
し
い
担
い
手
の
育
成
。
密
殖
を
し
な
い

な
ど
、
雄
勝
に
は
先
祖
か
ら
伝
え
ら
れ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
、
漁
業
に
関
心
の
あ
る

若
者
を
3
年
か
け
て
育
成
す
る
。

　

事
業
の
柱
の
も
う
ひ
と
つ
は
漁
業
体
験

な
ど
の
観
光
事
業
だ
。
養
殖
か
ら
出
荷
ま

で
漁
師
の
仕
事
全
般
に
わ
た
っ
て
体
験
し

て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
て
い
る
。

被
災
後
、
以
前
か
ら
年
に
4
回
実
施
し
て

い
た
雄
勝
小
学
校
の
5
年
生
の
職
業
教
育

授
業
の
復
活
を
皮
切
り
に
、
名
古
屋
の
私

立
中
学
校
や
横
浜
の
公
立
中
学
校
の
被
災

地
教
育
授
業
や
職
業
教
育
授
業
を
受
け
入

れ
て
い
る
。
今
後
は
旅
行
会
社
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
を
更
に
進
め
る
予
定
だ
。
一
般
の

観
光
客
を
対
象
に
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア

ー
も
考
え
て
い
る
。
船
で
養
殖
の
水
揚
げ

作
業
を
行
っ
て
も
ら
い
、
浜
で
魚
介
類
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
う
と
い
う
よ
う
な
も

の
だ
。

　

直
販
事
業
で
は
、「
そ
だ
て
の
住
民
」

以
外
に
、
ホ
テ
ル
や
居
酒
屋
に
直
接
販
売

す
る
ほ
か
、
本
年
9
月
に
は
東
京
築
地
の

場
外
に
イ
タ
リ
ア
風
の
「
バ
ル
」
を
出
店

す
る
。
そ
こ
で
は
雄
勝
の
海
の
幸
を
首
都

圏
の
人
々
に
満
喫
し
て
も
ら
う
つ
も
り
だ
。

　

こ
れ
ま
で
伊
藤
さ
ん
を
始
め
と
す
る
社

員
は
「
雄
勝
を
な
ん
と
か
し
た
い
。
養
殖

を
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
…
」
と
い
う
思

い
で
走
っ
て
き
た
。

　

だ
が
、
課
題
も
数
多
く
残
っ
て
い
る
。

　

体
験
観
光
を
本
格
的
に
進
め
る
た
め
に

は
、宿
泊
施
設
等
も
必
要
に
な
る
。
現
在
、

「
そ
だ
て
の
住
人
」が
雄
勝
に
来
た
と
き
に

は
、伊
藤
さ
ん
が
住
む
家
を
開
放
し
、利
用

料
と
し
て
１
泊
２
，０
０
０
円
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
風
呂
と
ト
イ
レ
が
２
ヶ
所
あ
り

大
人
数
の
収
容
は
可
能
だ
が
、
民
宿
な
ど

の
宿
泊
施
設
と
し
て
使
用
す
る
に
は
、
旅

館
業
法
や
消
防
法
、
公
衆
衛
生
法
な
ど
へ

の
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
幸
い
、

メ
ン
バ
ー
の
妹
が
調
理
師
免
許
、
伊
藤
さ

ん
も
衛
生
管
理
士
の
免
許
を
持
っ
て
い
る

の
で
、
そ
う
し
た
こ
と
を
含
め
、
観
光
事

業
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
解
決

し
て
い
く
つ
も
り
だ
。

　

伊
藤
さ
ん
個
人
の
借
金
も
億
近
く
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
個
人
事
業
者
の
ひ
と
り

グ
ロ
ー
バ
ル
に
モ
ノ
を
考
え
ら
れ
る
仲
間
と
の

さ
ら
な
る
連
携
を
目
指
すな

の
で
、「
オ
ー
ガ
ッ
ツ
」
と
は
別
に
、

名
取
市
に
カ
キ
の
「
浜
焼
屋
」
を
開
い
て

い
る
。
事
務
所
の
あ
る
水
浜
で
も
観
光
客

相
手
に
「
浜
焼
屋
」
を
開
く
予
定
だ
。
ま

た
、「
オ
ー
ガ
ッ
ツ
」
は
震
災
後
に
で
き

た
の
で
復
興
関
連
の
補
助
金
は
受
け
ら
れ

な
い
。
資
金
面
で
の
悩
み
も
尽
き
な
い
。

だ
が
、
新
た
な
希
望
も
膨
ら
ん
で
き
た
。

日
本
に
７
隻
し
か
な
い
「
電
動
船
」
の
う

ち
２
隻（
1
・
9
ト
ン
と
0
・
5
ト
ン
）を
、

支
援
者
が
寄
付
し
て
く
れ
た
の
に
あ
わ
せ

て
、
港
に
充
電
施
設
を
造
り
、
こ
れ
を
観

光
の
目
玉
に
す
る
計
画
だ
。

　

ま
た
民
間
の
卸
売
市
場
も
作
り
た
い
。

I
T
産
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う

な
セ
リ
の
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
い
る
。
雑

魚
と
し
て
捨
て
て
い
た
も
の
で
も
美
味
し

く
調
理
で
き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

こ
う
し
た
魚
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
セ
リ

で
飲
食
店
の
皆
さ
ん
に
買
っ
て
も
ら
う
の

だ
。
雄
勝
の
港
を
こ
う
し
た
「
ス
マ
ー
ト

ポ
ー
ト
」
と
し
て
再
生
さ
せ
て
い
き
た
い

と
い
う
。

　
「
今
ま
で
の
漁
師
は
ム
ラ
意
識
が
強
か

っ
た
。
私
た
ち
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
モ
ノ
を

考
え
る
仲
間
を
さ
ら
に
増
や
す
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
仲
間
の
知
恵
を
活
か

し
た
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力
や
事
務
処
理

能
力
を
も
っ
と
向
上
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
伊
藤
さ
ん
は
語
る
。

　

そ
の
た
め
に
、
近
い
将
来
、
株
式
会
社

化
も
考
え
て
い
る
。

　
「
漁
師
は
自
立
す
る
こ
と
を
真
剣
に
考

え
る
べ
き
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
肝

を
据
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
だ
。

自
分
た
ち
は
震
災
に
あ
っ
た
お
か
げ
で
肝

を
据
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、
伊

藤
さ
ん
は
顔
を
紅
潮
さ
せ
た
。
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石巻市の旧雄勝支所前に設けられた仮設商店街

復興に向けた産業基盤
づくりを図る石巻市

雄勝湾の豊かな海で大事に育てられているカキ

　

震
災
か
ら
１
年
半
が
経
過
し
た
。
本
年

3
月
に
宮
城
県
が
発
表
し
た
「
復
興
へ
の

進
捗
状
況
」
に
よ
る
と
、
県
の
漁
獲
量
は

前
年
比
の
約
3
割
ま
で
に
回
復
し
た
。
石

巻
市
の
養
殖
業
も
復
活
の
兆
し
が
見
え
て

き
て
い
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
万ま

ん
ご
く
う
ら

石
浦
に

残
っ
て
い
た
カ
キ
の
種
苗
棚
（
木
架
）
の

１
割
が
津
波
の
被
害
を
逃
れ
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
種
苗
を
昨
年
６
月
ご
ろ
に
海

に
入
れ
、
10
月
に
出
荷
で
き
た
。
シ
ー
ズ

ン
の
ブ
ラ
ン
ク
を
作
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

こ
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
津
波
に
よ
っ
て
海
底

が
か
き
回
さ
れ
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
。

　

前
述
の
石
巻
市
水
産
課
の
及
川
課
長
補

佐
は
「
養
殖
業
者
の
皆
さ
ん
の
涙
ぐ
ま
し

い
努
力
に
よ
っ
て
、
カ
キ
の
生
産
量
は
例

産
業
の
連
携
・
融
合
を
含
め
た
復
興
を
目
指
す

石
巻
市

年
の
１
割
ほ
ど
で
し
た
が
、
な
ん
と
か
出

荷
で
き
ま
し
た
。
ワ
カ
メ
は
８
割
、
ノ
リ

は
３
割
程
度
に
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
」

と
言
う
。

　

昨
年
10
月
に
宮
城
県
が
発
表
し
た
「
宮

城
県
の
水
産
業
復
興
プ
ラ
ン
」
で
は
「
単

な
る
原
型
復
旧
で
は
な
く
『
新
た
な
水
産

業
の
創
造
』
を
目
指
す
」
と
し
て
い
る
。

　

石
巻
市
の
「
震
災
復
興
基
本
計
画
」
で

も
平
成
25
年
度
末
ま
で
に
漁
港
の
イ
ン
フ

ラ
を
整
備
す
る
。
同
時
に
、
産
業
の
連
携
・

融
合
を
含
め
た
復
旧
・
復
興
を
促
進
す
る

と
と
も
に
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
基

盤
づ
く
り
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
６
次
産
業
化
や
農
商
工

連
携
な
ど
の
支
援
が
中
心
と
な
る
。

　

石
巻
の
養
殖
カ
キ
は
ほ
と
ん
ど
が
殻
付

生
鮮
カ
キ
で
、
宮
城
県
の
２
／
３
が
石
巻

で
生
産
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
石
巻
市
は
カ
キ
か
ら
の
6
次
産
業
化
を

進
め
る
意
向
を
も
っ
て
い
る
。
カ
キ
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
『
浜
焼
き
』
の
焼
カ
キ
を
食

べ
さ
せ
る
仕
掛
け
だ
。
一
部
の
業
者
が
す

で
に
渡
波
地
区
で
開
業
し
て
お
り
、
復
興

プ
ラ
ン
の
中
で
も
、
市
内
に
そ
う
し
た
施

設
を
造
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
土
地
・

建
物
は
行
政
で
用
意
し
て
、
漁
家
も
参
加

で
き
る
施
設
を
、
平
成
27
年
度
を
目
途
に

計
画
し
て
い
る
。

　
「
日
本
一
の
水
産
都
市
・
石
巻
の
復
興

な
く
し
て
日
本
の
水
産
業
の
未
来
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
震
災
を
契
機
に
『
儲

か
る
漁
業
』
を
目
指
す
方
々
も
出
て
き
ま

し
た
。『
オ
ー
ガ
ッ
ツ
』
の
よ
う
な
前
向

き
の
人
た
ち
が
出
て
く
る
と
地
域
も
元
気

に
な
る
の
で
是
非
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」と
及
川
課
長
補
佐
は
エ
ー
ル
を
送
る
。

　

確
か
に
、
資
源
管
理
、
経
営
体
質
の
強

化
、
流
通
・
加
工
機
能
の
強
化
等
、
日
本

の
水
産
業
に
は
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
大
震
災
と
い
う
ピ
ン
チ
を
チ

ャ
ン
ス
に
変
え
、
持
続
的
な
漁
業
の
展
開

や
地
域
の
活
性
化
に
役
割
を
果
た
そ
う
と

す
る
「
オ
ー
ガ
ッ
ツ
」
は
、
漁
師
の
み
な

ら
ず
私
た
ち
に
も
大
き
な
「
元
気
」
を
与

え
て
い
る
の
だ
。
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　地域経済活性化策のトレンドとし
て「6次産業化」という言葉をよく耳
にする。成熟した社会における新た
なビジネスモデルとしてここ数年の
間に急速に語られることが多くなっ
た。特に、昨年の東日本大震災以降、
各地域の「復興計画」においては「6次
産業化」が大きな課題とされている。
　この6次産業化を推進する場合の
視点として重要なことは、1次産業か
ら2次産業、3次産業までの各部門の
「足し算」ではなく「掛け算」である、
ということだ。
　それぞれの部門で０がひとつでも
掛け合わされてしまうと、その事業
成果は０ということになる。当たり
前だと思われるかもしれないが、最
も重要なことはこの点である。
　つまり、1次産業での「高品質な産
品」、2次産業での「安心・安全」、3次
産業で「利便性・多様性」など、常に
「エンドユーザー」を意識した「商品」
づくりは、それぞれの部門で事業を
進める際の最低限の条件だ。その意
味では、1次産業がうまくいかないか
ら、6次産業化を目指すというのは、
最初からありえない。

　自信のある生産物を作る、生産者
の顔が見える「トレーサビリティ」、

「HACCAP」などによる安全・安心の
徹底、「ITの活用」などによる利便的
で多様性のある販売チャネルの確立
など、それぞれの産業部門で不断の
努力が重ねられている。
　しかし、「儲からない農林水産業」
という言葉があるように、とりわけ1
次産業を取り巻く状況はかなり厳し
いのが実態だ。
　「6次産業化」とは、農林水産省の
「農山漁村の6次産業化の考え方」に
よると、「農林漁業生産と加工・販売
の一本化や地域資源を活用した新た
な産業の創出を促進」をすることに
あり、「雇用と所得を確保し、若者や
子供も集落に定住できる社会を構築
するため」とされる。
　このように、6次産業化とは「掛け
合わすこと」で、高付加価値の産品を
生み出し、地域における新たな産業
業態を形成して、雇用と所得を増加
させることにある。「儲からない農林
水産業」という業態から脱却して、後
継者不足を解消し、ひいては定住人
口の増加を目指すという地域の根本
的な課題を解決するひとつのビジネ
スモデルなのだ。
　しかしながら、１つの経営体で6次
産業化を進める場合、新しい業態を
作り出すというのは容易ではない。
そこで、有効とされるのは、産学官連
携や農商工連携、異業種間連携だ。そ
れぞれの「プロ」が、お互いの弱点を

補い合い、それぞれの質を高め合う
という「連携の力」が、事業化におい
て大きな力となる。それぞれの部門
に精通した専門家の意見や技術実証、
異業種交流におけるヒントや気づき
などによる、新技術や新たな仕組み
などは、6次産業化の「鍵」と言って
よい。

　ただ、その場合に留意しなければ
ならないことがある。それは「地域内
経済の循環」である。
　6次産業化によって、「地域財」が地
域外に流出するのでは、6次産業化の
目的である「地域内の雇用と所得の
増加」を達成することが難しくなる。
地域内で「お金」を循環させるために、
可能な限り域内の各産業部門との連
携を模索することが必要になる。
　理想的な連携が可能な経営体や個
人は少ないのが現状だ、という地域
もある。しかし、自立的な経営体や個
人を地域資源と位置づけ、地域内か
ら探し出して網の目のような連携に
よる新しい業態を作り出すことによ
って、「地産地消」などの域内経済の
循環は生まれる。
　確かに、地域外の外部の力は必要
なときもある。特に経済動向の把握
力や企画力・デザイン力、販路開拓
力、資金力などにおける外部の力は
無視できない。
　しかしそれは「触媒」としての役割
でしかなく、新しい業態の担い手は
主体的・自立的な「地域プロデューサ
ー」であることを自覚し、6次産業化
を始めとする、地域活性化の推進者
であることを認識することだ。その
うえで、外部の力を上手に取り込ん
でいくことが大事ではないだろうか。
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